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地
毘
庄
と
山
内
氏
の
蒻
係
は
、
そ
の
初
発
は
詳
で
な
い
が
山
内
相
伝
文
書
目
録
の

中
に
「
ち
ひ
の
志
や
の
鶴
く
た
し
ふ
み
、
け
ん
き
う
く
わ
ん
ね
ん
十
二
月
警
爾

（
二

（
一
二
〇
四
）

四
号
）
、
備
後
国
地
毘
庄
地
頭
職
事
、
元
久
元
年
十
二
月
書
日
如
御
下
文
…
」

（
七

一
号
）
な
ど
が
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
お
そ
ら
く
地
頭
穣
任
に
関

係
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
　
東
鑑
に
よ
れ
ば
元
久
元
年
二
月
十
日
、
平
家
残
党
の
両

伊
地
方
に
お
け
る
峰
起
に
よ
っ
て
種
々
経
緯
は
あ
る
が
、
静
勢
伊
賀
の
守
護
を
解
任

さ
れ
て
い
る
。
翌
元
久
二
年
九
月
廿
日
、
執
権
時
政
の
妾
お
牧
の
方
と
そ
の
子
小
山

（通
基
）

朝
政
の
謀
反
事
件
に
お
け
る
六
男
持
寿
丸
の
勲
功
を
称
え
守
護
復
活
の
款
状
を
捧
げ

て
い
る
。
然
し
こ
れ
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
み
て
こ
の
こ
ろ
地

頭
補
任
が
あ
っ
た
も
の
と
思
え
る
。

地
毘
症
の
地
頭
職
を
確
認
す
る
文
書
と
し
て
、

（俊
業
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
（宗
俊
）

「
機
後
国
地
毘
庄
事
、
地
Ⅷ
重
俊
子
息
ぶ
豫
坊
灘
玲
死
豊
。
同
次
郎
御
方
政
聡
戦

之
玉
畢
、
然
者
重
俊
地
頭
職
撫
耐
聾
可
資
叢
壺
之
状
漱
鶴
下
知
珈
躊

」

（第

一
号
）

に
よ
っ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
蟻
毘
庄
は
広
大
で
あ
り
領
有
関
係
も
複
雑
な

荘
爾
で
あ
る
。
こ
の
後
惣
領
家
の
譲
状
に
は
地
毘
本
郷
地
頭
職
と
い
う
も
の
が
多
く

あ
り
、
他
の
構
成
郷
、
村
が
各
別
の
地
頭
職
譲
状
を
も
っ
て
い
る
が
、
こ
の
地
頭
職

は
全
庄
的
惣
領
地
頭
職
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
出
の
文
書
の
他
に
広
永
六
年
義
氏
下
文

に
よ
れ
ば
地
毘
七
郷
蠅
頭
職
云
々
と
あ
り

（
七
六
号
）
ゆ
つ
り
わ
た
す
惣
領
事
、
備

後
国
ゑ
そ
の
こ
ほ
り
地
毘
の
志
や
う
　
霊
働
剤
軌
ギ

（
一
〇
〇
号
）

ゆ
づ
り
渡
状
、
鐘
後
国
ゑ
そ
の
郡
地
毘
庄
惣
領
職
事
、
宝
徳
三
年
…

（
一
〇

一
号
）

な
ど
に
よ
っ
て
わ
か
る
。

二

鐘
毘
庄
は
通
常
蓮
花
王
院
領
と
い
わ
れ
て
い
る
が
選
毘
七
郷
を
総
称
し
た
地
毘
庄

が
そ
っ
く
り
蓮
花
王
院
領
で
あ
る
と
い
う
文
書
は
見
当
ら
な
い
。
難
撫
氏
゛

二
月
九

日
下
知
状
に
は
蓮
花
王
院
領
備
後
国
地
毘
庄
内
本
郷
云
々

（
二
号
）
蓮
花
王
院
領
備

後
国
地
毘
庄
内
伊
豫
東
村
云
々

（
五
五
六
号
、
観一
藤
頑
嚢
）
応
（安〓

一ヽ
肇
た
月
、
蓮
花

玉
院
領
備
後
国
地
鷲
菫
内
河
北
村
領
家
方
所
務
云
々

（
五
六
）
こ
の
年
の
文
書
で
千

光
寺
領
地
毘
庄
内
本
郷
領
家
方
代
官
云
々

（
五
五
号
）
応
永
四
年
二
尾
、
蓮
花
王
院

領
燿
毘
庄
内
領
家
職
補
任
状
に
は
蓮
花
王
院
領
備
後
麗
地
毘
庄
内
原
上
村
、
同
下
村

山
内
首
藤
氏
と
地
毘
庄

出

内

博

ittБ
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伊
与
東
村
等
領
家
職
云
々

（
七
四
号
）
と
い
う
形
で
表
現
さ
れ
、
全
庄
域

（
七
郷
村
）

を
括
し
て
○
○
領
と
し
た
も
の
は
文
応
二
年
の
千
光
寺
領
備
後
地
毘
庄
本
郷
内
領
家

職
田
数
日
録
等
に
嵯
峨
千
光
寺
領
備
後
国
地
毘
本
郷
内
上
原
、
河
北
、
伊
与
、
森
脇
、

多
気
七
ケ
村
領
家
職
目
録

（六
号
）
と
出
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
本
郷
が
地
毘
七
郷

の

一
構
成
単
位
と
し
て
の
本
郷
か
地
毘
全
体
に
か
ゝ
る
本
郷
か
あ
い
ま
い
で
あ
る
。

こ
の
文
書
に
つ
い
て
種
々
論
義
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
構
成
単
位
村
落
と
し
て
の
本

郷
と
み
な
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
永
享
十
二
年
八
月

山
内
上
野
介
時
通
申
状

（九
四
号
）
に
…
…
右
地
毘
庄
本
郷
領
家
職
者
、

ス
千
光
寺

噸
一

相
一
自

【
「
一時
的
〔
刹
け
ｒ
』
時
雌
¨
嗜
鰤
申
な
」
「
¨
呻
［
［
岬
」
肇
『
椰
］
導

１
の
よ
う
に
な
る
。
蓮
華
王
院
は
各
郷
庄
に
散
見
で
き
る
が
、
本
家
、
領
家
い
ろ
い

ろ
の
場
合
が
あ
る
。

「
蓮
華
王
院
領
地
毘
庄
内
○
○

」
と
い
う
形
が

一
般
の
よ
う
な
の
で
本
家
は
蓮
華
王

院
で
領
家
以
下
は
時
に
応
じ
て
変
動
あ
っ
た
も
の
ゝ
よ
う
で
あ
る
。

（広
島
県
史
）

蓮
華
王
院
は
俗
に
云
う
三
十
三
間
堂
で
あ

っ
て
後
自
河
法
皇
の
直
願
に
よ
り
平
清

盛
が
建
立
し
、
鷲
象
駄
郷
ド

ニ
月
十
七
日
千
手
観
音
千
体
の
開
眼
供
養
を
行

っ
て
い

る
。
然
し
こ
の
院
は
先
に
鳥
羽
上
皇
が
一́
藤
が
年
ゴ

月
十
三
日
備
前
守
平
忠
盛
に
命

じ
て
造
ら
し
め
た
得
長
寿
院
を
改
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

（古
事
類

苑
）
勃
興
期
に
あ
っ
た
平
氏
に
お
い
て
備
前
守
で
あ
っ
た
忠
盛
が
こ
の
院
を
建
立
し

た
の
も
自
己
の
財
力
を
有
効
に
活
用
し

一
門
繁
栄
の
因
と
し
、
こ
の
結
果
開
国
で
あ

っ
た
但
馬
国
を
賜
っ
て
い
る

（源
平
盛
衰
記
）
同

一
手
段
に
よ
る
院
と
の
結
合
は
清

盛
に
も
受
け
つ
が
れ
、
こ
の
院
が
更
に

一
段
と
大
を
な
し
て
蓮
華
王
院
と
な
っ
た
も

の
で
あ
り
、

二
代

に
亘
る
平
氏
の
力
が
加
わ
り
莫
大
な
蓮
華
王
院
領
が
形
成
さ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
地
毘
庄

の
寄
進
施
入
以
前

の
姿
は
不
明

で
あ
る
。

地
毘
庄

は
旧
恵
蘇
郡
の
大
部
分
を
占

め
現
在

の
広
島
県
比
婆
郡
高
野
町
、
比
和
町

お
よ
び
庄
原
市

の
西
北
部

（
上
原
、
三
日
市
、
戸
郷
、
田
原
、
本
郷
、
殿
垣
内
、
川

北
、
門
田
、
濁
川
、
掛
田
、
七
塚
）

に
亘
る
広
大
な
地
域
で
あ
る
。
施
入
以
前

の
状

態
、
特

に
律
令
郷
里
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
恵
蘇
郡

に
お
け
る
恵
蘇
、
春
日
郡
、

刑
部

の
三
郷

の
下

に
数
ケ
の
里
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
こ
れ
が
荘
園
文
書

に
あ
ら

れ
る
郷

・
里

の
こ
と
ゝ
思
わ
れ
る
。
然
し
そ
の
地
毘
七
郷

の
中

で
も
、

Ａ
荘
園
文
書

の
名
称
が
近
世
郷
村

の
中

に
ま
で

一
貫
し
て
生

か
さ
れ
て
い
る
も
の
が
本
郷
、
上
原
、

下
原
、
川
北
、
森
脇

の
五
郷
で
あ
り
、
こ
れ
は
そ
の
後
境
域
内

か
ら
新
郷
村
を
創
出

は
し
て
も

一
応

一
貫
し
て
残

つ
て
い
る
。
Ｂ
荘
園
文
書

の
郷
村
名
が
近
世
郷
村

の
名

称
に
直
接

つ
ら
な
ら
な
い
も
の
、
伊
与

（東
、
西
）
多
気

の
二
郷
が
あ
る
。
Ｂ
に
お

い
て
は
そ
の
中

に
多
く
の
生
活
集
団
と
し
て
の
村
が
あ

っ
て
そ
れ
が
近
世

の
村
と
し

て
成
長
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
特

に
伊
与
は
①
伊
与
村
と
総
称
す
る
場
合
、
②
伊

与
東
村
　
西
村
と
称
す

る
場
合
、
③
伊
与
東
方
、
西
方
と
呼
称
す
場
合
な
ど

一
致
せ

ず
、
具
体
的

に
は
東
西

二
生
括
圏
に
分

れ
て
い
た
ら
し
い
。
庄
域

の
南
部
庄
原
地
方

と
北
部
高
野
地
区
は
か
な
り
自
然
条
件
が
異
り
、
地
理
的

に
も
離

れ
た
地
域
を
地
毘

庄
と
し
て

一
つ
に
ま
と
め
え
た
も
の
は
何

で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
題
第

球
製
ぎ
華

王
院
成
立
と
同
時
に
施
入
し
た
も
の
と
す
れ
ば
荘
園
と
し

て
は
新
し
い
成
立
で
あ
る
。

成
立
日
浅

い
の
に
下
地

の
領
有
関
係
は
複
雑
で
あ
る
。
地
毘
と
い
地
名
自
体
が
具
体

的

な
生
活
圏
で
な
く

一
つ
の
　
称
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は

「
円
通
寺
縁
起

」
に
見
え
る
行
基
の
地
蔵
菩
薩
、
毘
沙
門
天
彫
刻
尊
崇

の
起
源
伝
説
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地毘庄本所 。領家・請所変遷表 (表 1)

年  代
文書
番号

文 書 名 本  郷 り|I Jヒ 上  原 下  原
与

西

伊

東
森  脇 多  気

嘉貞 2年

1236
関東下 知状

蓮華王院

文応 2年

1260

領家職

田数目録
嵯 峨 千 光 寺

延慶元年

1308
14.14

和与状

六波羅下知状

本家

安井宮

建武 2年

1335
東福寺

文書

本所

安井宮

観応元年

1350
556

所務職

補任状

蓮華

王院

応安 6年

1373

５

　

５

代官職

所務式補任
千光寺 蓮華王院

至徳 3年

1384
通忠請文案 千光寺

明徳元年

139o
領家職

契約状

1山 F]

醐

明徳 2年

1391
半済事 仝 上

明徳 4年

1393
所務職補任

JJ F]

恨本千手院

応永 4年

1397

74

75
領家職補任

延暦寺

千手院
蓮華王院 蓮華王院

蓮華

王院

応永 9年

1402
82 通頼請文 千光寺

永享 12年

1438
94

95

時通 申状

″

本家・領家

千光寺

とかのを

喜多坊

本所 領笏

千光寺

本所 領家

千光寺

不助
蓮 華 王 院
(石 泉院)

(妙 法院)

本家
蓮華王院
贅甲渋夢等

文 安元年

1444
山名持豊判物

山門

(栖 真院)

享徳元年

1452
代官職補任

LL F]

(栖 真院 )

長享元年

1487
140 政豊書状

備後国

料所

長享頃 147 領家御教書 蓮華王院

延徳 2年

1490
148 代官職補任

山門千手堂

(山名持豊 )
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な
ど
み
る
と
、
民
間
信
仰
的

な

一
つ
の
宗
教
圏
と
し
て
何
か
の
ま
と
ま
り
が
あ

っ
た

も
の
を
、
荘
園
と
い
う
包
か

つ
的
な
網
を
か
け
た
も
の
と
思
え
る
。

「
地
毘

」
と
い

う
地
名
は
生
活
点
と
し
て
の
地
域

に
残

っ
て
い
な
い
こ
と
や
、
荘
園
文
書
を
み
る
と

預
所
が
各
村

に
あ
る
と
思
わ
れ
る

（
伊
与
西
村
預
所
僧
光
広
法
師
…
葉
黄
記
、
本
郷

預
所
盛
尊
…

二
号
）

こ
と
や
、
然
も
各
村

（郷
）

に
門
田
と
い
う
特
別
地

の
あ
る
こ

と
、
下
原
村

（内
門
田
）
河
北

（
本
門
田
）
本
郷

（高
山
門
田
）
多
賀

（内
門
田
）

上
原

（
江
木
門
田
、
内
門
田
）
な
ど
で
あ
る
。
門
田
は
そ

の
本
来
の
意
味
は
垣
内
、

堀
内

な
ど
と
同
じ
く
屋
敷
附
近
の
自
作
地
を
さ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
上
記

の

よ
う
に
各
村

に
あ
り
そ
の
名
称
も
内
、
外
な
ど
と
い
う
相
対
的
な
も
の
と
、
高
山
、

江
木

な
ど
固
有
名

の
も
の
と
の
二
型
式
が
あ
る
。
門
田
地
頭
職
と
い
う
語
が
あ
り
、

地
頭
私
有
地

で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
、
門
田
が
領
有
者
若
し
く
は
為
政
者

の
特
殊

な
田
地

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
各
村
は
各
々
異

っ
た
系
統

に
よ

っ
て
領
有
知
行
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
推
測
せ
じ
め
る
。
そ
う
し
た
意
味

で
は
門
田
は
各
村

の

一
つ
の
中

心
地

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
門
田
は
家
督

と
は
別

に
譲

っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

こ
う

し
た
複
雑
な
庄
園
の
中

へ
入

っ
て
く
る
い
わ
ゆ
る
西
遷
地
頭
が
ど
の
よ
う
に
領
主
化

の
道
を
辿
る
か
そ
の

一
端
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

三

山
内
氏
が
守
護
階
級
か
ら
脱
落
し
、
母

の
遺
領

で
あ
る
相
模
国
早
河
荘
内

一
得
名

の
私
領
主
で
あ
っ
た
時
代
は
わ
ず
か
で
な
一久
一石

勒

ｒ
月
守
護
解
任
後
元
久
元
年
十

二
月

地
毘
庄
地
頭
職

に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る

（前
出
）
然
し
そ
れ
も
承
久

の
変

で
地
頭
重

俊

の
長
男
俊
業
が
京
方
に
加
わ
り
戦
死
す
る
と

い
う
危
機

に
見
舞
わ
れ
た
。
然
し
二

牌
時

」 俊
「
「
一
つ
一
動
一
章
］
一

月 「
一
摯
『
］
嘲
珈
嘲
時

『
』
舞
】
崚
刺
】
御
「
知

こ
の
時
期
関
東

の
御
家
人
と
い
え
ど
も
家
を
維
持
す
る
為
に
公
武
双
方

に
分
か
れ
て

戦

っ
て
い
る
例
は
多
く
東
鑑
承
久
三
年
五
月
十
九
日
の
条
に
よ
れ
ば
関
東
御
家
人
の

雄
三
浦
義
村
以
下
の
者

に
院
宣
が
下
さ
れ
て
お
り
、
現
に
三
浦
家

に
し
て
も
弟
は
上

皇
方

の
中
心
人
物
と
し
て
戦

っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
西
国
皇
室
領
に

所
領
を
も

つ
家
人

の
宿
命

で
あ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
山
内
家

の
場
合
長
子
が

京
方

に
組
し
た
事

は
か
な
り
の
意
味
を
も

っ
た
も
の
と
思
え
る
β
ｌ
ｌ

従

っ
て
俊
業

の
遺
児
時
業
は
亡
祖
父
重
俊
か
ら
地
毘
庄
内
下
原
村
地
頭
職
、
半
矢

一
色
、
相
模
早

河
庄
内
名
田
四
段
小
在
家
若
千
を
ｒ

魚
三
申
ゴ

月
二
日
と
に
走
通
年
ド

ニ
月

の
二
回

に
亘

っ
て
譲
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
を
更
に
ご
就
亜
宅
十

二
月
廿
三
日
の
将
軍
家
政

所
下
文

に
よ

っ
て
安
堵
さ
れ
て
、
庶
家
と
し
て
の
地
位
を
安
泰

に
し
て
い
る
。

こ
の

後
新
補
地
頭

の
配
布
を
中
心
と
し
て
強
化
さ
れ
る
地
頭
制
度
は
荘
官
的
な
地
頭
武
士

と
し
て
の
み
で
な
く
領
主
的
武
士
と
し
て
領
主
、
在
地
と
た
た
か
い
な
が
ら
支
配
の

進
化
を
す

ゝ
め
る
長

い
道
の
り
を
歩
む

こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
①
分
散

領
有

に
よ
る
代
官
支
配
と
地
理
的
な
問
題
②
諸
職
に
よ
る
分
散
重
層
的
支
配
③
分
割

譲
与

に
よ
る
嫡
庶

の
対
立
な
ど
と
い
う
悪
条
件
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
う
し
た
場
合
経
済
情
勢

の
発
展
変
化
、
殊
に
生
産
力

の
高

い
西
日
本
と
元
冦
の
影

響
を
も
ろ
に
受
け
た
西
国

ご
家
人
は
め
ま
く
る
し
い
下
地

の
変
化

に
対
応
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
中

で
い
ち
早
く
浮
上
し
て
く
る
問
題
は
領

家

（代
宮
、
荘
官
）
と
の
所
務
争
論

で
あ
る
。

こ
の
場
合
お
き
ま
り
の
和
与
と
い
形

で
終

っ
て
い
る
の
で
内
容
が
す
べ
て
詳
で
な
い
が
、
地
毘
庄

に
お
い
て
も
嘉
禎

二
年
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九
月
四
日
の
下
知
状

（
二
号
）

に
よ
れ
ば
預
所
僧
盛
尊
と
地
頭
中
務
悉
重
俊
が
条
々

の
相
論
を
な
し
和
与
し
て
い
る
。
所
務
条
々
の
中
味
は
わ
か
ら
な
い
が
、
平
家
没
官

領

に
準
ず
る
荘
園
に
新
規

に
入

っ
た
地
頭

で
あ
り
、
然
も
新
補
率
法
以
前

の
地
頭
と

い
う
い
わ
ば
未
知
、
本
解
決

の
課
題

の
多

い
地
頭
支
配
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

所
務
条
々
と
い
う
語
の
中
は
百
姓

の
移
動
、
諸
職

の
変
動

に
ま

つ
わ
る
下
地
進
止
権

の
変
化
を
含
ん
で
い
る
。
預
所
は
各
村

に
あ
り
全
庄
官
を
ま
と
め
あ
げ
た
頂
点
的
存

在
と
思
わ
れ
勧
農
権
を
中
心
に
領
所
進
止
権
を
強
め
た
君
狭
多
良
荘
預
所
定
宴

の
例

（岩
波
日
本
歴
史
）
な
ど

の
よ
う
に
西
曇
荘
園
に
お
け
る
領
主
側
と
地
頭
と
の
内
面
に

お
け
る
侵
略
戦
は
激
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
葉
黄
記

（荘
園
志
料
）

に
よ
れ
ば
、
宝

（
一
二
四
八
）

治
二
年
参
蓮
華
王
院
行
事
弁
顕
雅
、
主
典
代
重
俊
等
参
儲
、

翼
■
荘
之
雑
掌
ヽ

漏
一

木
之
勧
壺
、
其
中
地
毘
庄
西
林
預
所
光
広
法
師
代
官
有
不
法
事
、
発
ヨ
礁
寺
家
了
。

条
々
沙
汰
入
蹴

退
轟
明
日
Л
磯
顔
。

の
記
事

に
よ
れ
ば
地
頭
重
俊
は
主
典
代
と
し
て

上
本

の
機
否
を
糾
す
領
主
側
の
立
場
を
う
か
が
せ
る
文
書
も
あ
り
蠅
頭
は
あ
ら
ゆ
る

面

で
下
地
進
止
に
喰
入

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

関
東

に
本
居
を
も
ち
、
自
分
本
来
そ
こ
で
撃
握
し
て
い
な
い
新
懸
所
領
を
持

つ
地

頭
は
対
領
家
、
対
盛
官

（農
民
）
対
代
官
庶
家
そ
れ
ぞ
れ
に
大
き
な
課
題
を
持

つ
と

云
え
よ
う
。
分
割
領
有

の
具
体
相
は
重
俊
か
ら
宗
俊

へ
の
早
河
庄

一
得
名
鮮
在
家
、

賢
肇

一一域

壬
正
月
十
四
日

Ｔ

薯

）

の
譲
状

の
末
尾
に
男
女
子

に
処
分

せ
る
銀
、
在

家
を
宗
俊

に
譲

る
、
互
に
遺
恨

な
く
百
姓
分

の
田
在
家
公
事
は
諸
子
合
力
し
て
勤
む

べ
し
と
指
示
し
て
い
る
。
宗
俊
か
ら
時
俊

（
時
通
）

へ
摂
津
富
島
本
庄
地
頭
職
、
寛

が

´
年ニ
ポ
編
四
号
）
同
じ
く
早
河
庄

一
得
名
、
建（
ぼ
趣
鍵

（第
五
号
）

の
譲
状
が
あ

る
が
地
震
庄

に
つ
い
て
は
前
出

の
将
軍
家
政
所
下
文
、
か
纂
垢
餐
十
二
月

（
三

一
号
）

に
よ

っ
て
重
俊

か
ら
俊
業

（京
方
戦
死
）

の
子
時
業

へ
下
原
村
地
頭
職
、
半
矢

一
色

が
譲
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
が
、
重
俊
の
孫
時
俊

（
時
通
）

か
ら
次

の
通
綱

へ
の

譲
状
が
次
の
様

に
な

っ
て
い
る
か
ら
、
重
俊
―
宗
俊
―
時
通
と
う
け

つ
が
れ
た
も
の

と
思
え
る
。

譲
渡
　
所
領
事

　

（
一
〇
号
）

合
難
所
者
　
　
　
鏑
子
弥
二
郎
通
綱
所

一
所
、
備
後
国
地
毘
庄
内
本
郷
井
公
文
職
　
か
う
山

の
も
え
て
ん
乃
地
頭
職
事

一
所
、
摂
津
国
富
島
度
地
頭
職
井
下
司
公
文
名
地
頭
職
事
　
・‥
略
…

一
所
、
信
濃
国
き
ふ
乃
溝
内
下
平
露
郷
内
公
躍
観
町
内
伍
町
分
地
頭
職
事
　
・‥
略
…

一
、
相
模
墨
早
河
庄

一
得
名
内
慈
善
分
田
在
家
屋
敷
、
所
譲
与
干
通
綱
也
　
・―
略
…

食

二
九
五
）

永
仁
三
年
二
月
廿
九
日
　
　
　
　
　
慈
善

初
期

の
う
ち
は
早
躍
盛
と
地
毘
菫

は
別
個
に
譲
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る

（重
俊

（
Ｉ
三
〇
）

が
私
領
早
耀
度
を
諸
子
に
分
譲
し
た
の
が
寛
喜
二
年
前
後
で
あ
る
が
其

の
後
地
民
度

（
一
一一一一一二ハ
）

逸
頭
と
し
て
本
郷
所
務
条
々
の
相
論
を
し
て
い
る
の
が
嘉
禎

二
年

で
あ
る
）
私
領
は

各
別
の
譲
状
を
与
え
て
お
い
て
最
後

に
そ
の
総

か

つ
的
譲
状
を
惣
領

に
与
え
た
も
の

と
思
え
る
。
重
俊

の
分
割
譲
与
は
前
出

の
孫
時
業

へ
の
下
原
村
他
と
別

に
宗
光

へ
河

北
郷
本
門
難
参
町

一
段
が
あ
り
こ
れ
ヽ
齢
様
に
子
は
と
む
ま
丸

（
経
溝
）
に
ゆ
ず
ら

れ
て
い
る
。

分
割
譲
与

に
ま

つ
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
例
を
み
る
と
こ
の
宗
光
系
と
惣
領
系

に
次

の

よ
う
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

霜

５

釜
こ

譲
状
嫡
子
は
と
む
ま
丸

　

（
五
〇

一
号
）

備
後
国
燿
琵
庄
内
河
北
郷
本
門
露
参
町
壱
反
畠
の
さ
か
い
は
ほ
ん
け
ん
に
願
然
也
屋
敷
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相
具
燿
頭
職
事

右
作
所
者
重
代
相
伝
所
領
也
、
働
燿
磯
次
第
相
伝
手
継
等

一
は
と
む
ま
丸
に
Ｊ

譲
藤
実
也
。
自
余
子
共
等
中

一
塵
の
わ
つ
ら
ひ
を
い
た
す

へ
か
ら
ず
、
但
鍵
内
田
五

反
、
在
家

一
宇
、
女
子
と
く
や
さ
に
ゆ
つ
り
畢
、
と
く
や
さ

一
期
の
の
ち
は
惣
領
は

と
む
ま
の
か
た
へ
ち
き
よ
う
す

べ
き
也
．
若
自
余
の
子
共
の
中
い
さ
ゝ
か
も
こ
の
譲

に
つ
き
て
違
乱
を
い
た
さ
ば
な
か
く
不
教
の
志
ん
た
る
へ
き
也
、
働
後
の
た
め
に
ゆ

つ
り
状
熱
件

然
永二
球
噸
二
月
廿
五
日
　
　
　
藤
原
宗
光

（花
押
）

宗
光
は
重
俊
の
子
で
あ
る
が
、
い
つ
譲
ら
れ
た
か
は
不
現
で
あ
る
。
こ
ゝ
で
は
河
北

の
本
鏑
爾
の
み
を
与
え
て
い
る
。
門
露
は
地
頭
私
有
地
で
は
な
く
門
田
地
頸
職
と
い

う
と
こ
ろ
を
み
る
と
庄
園
の
中
に
お
け
る
特
別
な
地
域
と
思
わ
れ
る
。
女
子
と
く
や

さ
の

一
期
領
は
宗
光
系

（万
田
）
の
惣
領

へ
か
え
る
べ
き
も
の
と
し
て
い
る
が
、
重

俊
の
結
子

へ
の
譲
状
の
形
式
か
ら
云
え
ば
恐
ら
く
す
べ
て
の
分
割
譲
与
分
は
嫡
子
宗

俊
の
権
限
内
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
が
、
こ
ゝ
で
は

明
ら
か
に
宗
光
系
は
独
立

一
家
を
形
成
す
る
意
識
が
う
か
が
え
る
。
こ
の

一
期
領
は

惣
鎮
に
か
え
ら
ず
、
躍
畠
は
地
頭
尼
見
阿
知
行
し
、
門
田
分
惣
領
は
経
溝
知
行
の
和

与
が
な
さ
れ
て
い
る

（が
鮮
輝
ゲ
＝
五
〇
二
号
）
こ
の
鶏
轟
地
頭
職
は
そ
の
後
万
田

家
の
内
部
で
争

っ
て
い
る
が
、
そ
の
帰
着
は
守
護
細
川
氏
の
日
入
れ
で
解
決
し
て
お

り
　
惣
領
山
内
氏
の
支
配
の
圏
外
に
出
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
五
〇
四
、
五
〇
五
、

五
〇
六
号
）
こ
の
他
初
難
段
階
か
ら
分
鋼
譲
与
さ
れ
た
も
の
と
思
え
る
も
の
に
次
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

河
北
公
文
名
田
五
反
、
懸
田
朝
通
名
田
賣
券
業
製
熟
鮮

河
北
村
内
六
郎
丸
田
畠
地
頭
職

難
原
鶉

可

状

錢
唾

幹

一貧

甘
七
日

宝

〇
八
こ

発
喩
野
譲
状
　
甦
難
理
∞
正
廿
三

（
五
〇
九
号
）

１
．本
郷
之
田
所
職
労
安
貞
名
弥
太
郎
入
道
之
屋
敷
圏
畠
地
頭
職

ふ
摂
津
国
小
村
之
上
盛
地
頭
職

３
，信
乃
国
き
の
ふ
参
府
下
平
田
参
町
地
頭
職
併
浮
免
の
日
屋
敷
の
事

（浮
免
の
地
は

分
町
し
な
い
か
ら
惣
領
と
相
共
に
知
行
せ
よ
と
い
っ
て
い
る
）

４
．綺
北
の
村
え
の
き
た
に
の
か
い
ら
、
せ
い
二
郎
か
名
の
間
畠
地
頭
職

５
．信
数
東
方
内
本
舞
村
内
と
き
さ
た
名
さ
さ
お
名
み
つ
ひ
ら
名
む
ね
か
の
名
も
り
む

ね
名
等
地
頭
職

＆
上
原
村
地
頭
職
庵

な
か
く
ら
名
も
り
す
え
名
い
え
さ
ね
名
く
に
つ
ね
名
な
か
む
ね
名
く
ろ
い
し
、

つ

つ
か
は
ら
、
大
た
ん
、
ふ
な
つ
ま
き
の
う
し
ろ
、
と
か
わ
、
い
ち
は
ら
の
新
三
い

ち
、
同
地
頭
正
作
鶴
壱
町
四
反
之
覆

こ
う
し
た
分
割
譲
与
は
双
刃
の
剣
の
よ
う
な
も
の
で

一
方
で
新
入
り
の
地
を
具
体
的

に
萩
領
化
し
て
い
く

一
つ
の
手
段
で
あ
り

一
方
で
は
惣
領
体
制
分
解
の
危
険
信
号
で

も
あ
る
よ
う
に
思
う
。
庶
家
が
独
立
し
て
嫡
庶
の
対
立
が
、
新
補
率
法
の
施
行
に
よ

っ
て
現
地
の
得
分
関
係
に
変
化
を
与
え
る
。
元
冦

へ
の
対
応
に
よ
っ
て
よ
り
広
域
な

流
通
経
済
圏
が
成
立
す
る
な
ど
の
事
か
ら
刺
激
さ
れ
て
深
刻
な
も
の
と
な
る
。
こ
う

全
二
六
七
）

し
た
傾
向
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
し
て
文
永
四
年
十
月
言
七
の
関
東
下
知
状

（
七
号
）

が
あ
る
。

ゎ
罐
が
子
俊
家
、
時
通
、
清
俊
及
女
子
相
論
で
あ
る
。
本
郷
河
北
郷
播
与
東
及
び

江
本
門
田
に
つ
い
て
①
承
久
貞
応
の
御
教
書
即
ち
新
嬢
率
法
が
出
て
そ
れ
ら
に
関
連
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し
て
の
も
の
で
あ
る
ら
し
い
が
こ
の
率
法
を
中
心
と
し
て
宗
俊
か
ら
俊
家

に
別
給
し

て
い
る
と
い
う
が
こ
れ
は
判
じ
難

い
　
②
重
俊
か
ら
宗
俊

へ
の
閣
正
月

の
譲
状
は
破

り
難

い
　
③
宗
俊

の
十

一
月
十
二
日
、
重
俊

の
に
治二
型
特

の
譲
状
は
時
通
の
方
か
ら

謀
書
だ
と
云

う
の
は
正
し
い
。

（内
容
不
明
）
と
い
う
の
で
あ
る
が
家
督

と
し
て
の
地

頭
職
と
遺
産
と
し
て
の
所
領
或

い
は

一
部
地
頭

の
譲
り
が
別
個

の
性
格

の
も
の
で
あ

り
、
そ
こ

へ
新
補
率
法

に
よ
る
地
頭
所
務
の
内
容

の
変
化
が
加
わ

っ
て
下
地

の
領
有

関
係
が
複
雑
化
し
た
為

に
生
じ
た
争
論

で
あ
る
。
結
果
は
四
ケ
村

に
対
す
る
俊
家

の

濫
訴
を
止
め
、
深
念

の
建
長
の
譲
状
井

に
正
嘉
御
下
文

に
よ

っ
て
時
通
の
知
行
に
な

り
、
更
に
、
上
原
村

の
事
は
種
々
の
論
争
経
緯
を
経
て
子
細

に
及
ば
ず
と
お
そ
ら
く

俊
家

の
支
配
に
な

っ
た
も
の
と
思
え
る
。
勝
訴
し
た
二
人

に
つ
い
て
本
郷
は
時
通
、

伊
与
東
は
清
俊
、
河
北
郷
は
主
と
し
て
清
俊
、　
一
部
は
時
通
、
江
木
門
田
は
あ
る
い

は
女
子

の
領
地
と
み
る
べ
き
か
も
知

れ
な
い
が
時
通
の
知
行
で
あ

っ
た
可
能
性
も
な

い
わ
け
で
は
な
い

（
広
島
県
史
）
と
み
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
問
題
は

一
挙
に
解
決

２
二
七
七
）

せ
ず
十
年
後

の
建
治
三
年
十

二
月
十
八
日
に
再
度
確
認
の
御
教
書
が
出

て
い
る

（
九

（
〓
天
○
）

号
）
。
庶
家
時
業

の
所
領
は
娘
亀
鶴

に
譲
ら
れ
て
い
る

（文
応
元
年
七
月
、
三
二
号
）

が
こ
の
中

で
は
地
毘
庄

で
は
本
郷
内
新
御
堂
屋
敷
が
増
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
整
理

し
て
み
る
と

上
早
川
庄

な
ど
の
よ
う
に

一

段
と
進
ん
で
い
く

ら

を

を
み
る
と
、
左
記

の
よ
う
に
な
る
。

実
線
＝
系
図

破
線
＝
譲
与

た
場
合
で
あ
る
。
こ
の
間
、
寛
喜

嫡
流
時
通
か
ら
通
綱

へ
の
永
仁
三
年
二
月

二
十
九
日
の
譲
状

（
一
〇
号
）
は
①
地

毘
庄
本
郷
、
公
文
職
、
か
う
山
門
田
の
地
頭
職
　
②
摂
津
富
島
荘
地
頭
職
　
下
司
公

文
名
地
頭
職
　
③
信
濃
き
ふ
乃
府
内
平
田
郷
内
公
田
八
町
内
五
町
分
地
頭
職
　
④
早

河
庄

一
得
名
内
田
在
家
…
略
…
と
な

っ
て
こ
ゝ
で
従
来
と
は
異

っ
て
地
毘
庄
地
頭
職

と
早
河
庄
所
領
と
を

一
括
し
て
譲

っ
て
い
る
。

こ
の
譲
り
状

に
は
①
②

に
お
い
て
も

公
文
職
と
か
公
文
名
そ
れ
自
体
を
領
有
す
る
の
で
な
く
そ
の
地
頭
職
を
領
有
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
お
そ
ら
く
新
補
率
法
の
施
行
に
よ
り
、
そ
の
所
職
、
給
名

一

ツ 領
猜
】
』
『
麹
『
¨
罐
彙
嘲
¨
¨
」
「
』
］
鰤
詢
躊

鰤
［
時
畔
】
い
け

の 一
一
¨
一

参
町
分
だ
け
五
郎
通
氏

（
滑
家
）

に
譲

る
、
従

っ
て
浮
免
田
在
家
は
分
限

に
従

っ
て

知
行
せ
と
し
て
い
る
。
譲
与
す
る
所
領

の
末
尾
に
①
通
綱

一
期
後
者
孫
可
譲
爺
霜

．丸

…
と
し
て
将
来

の
嫡
子
相
続

へ
の
固
定
化

の
方
向
を
示
し
、
②
´
譲
自
余
子
共
所
軟

村  l   l
が 亀   時
複 鶴   俊
数     ⌒
で     時
領     通
有     V
さ      2.
れ   河
て      Jヒ
複   郷
雑
イヒ   |       ¬
は 経   時
一 清   俊

3

本
郷

I   I｀
亀   時

こ 鶴   俊
れ

頃 こ
か  れ
ら  は
文 地

(四) 永 頭
ま 職
で の
約 み
半 で
世 な

で の

あ 得
る 分
° を

み

重   系
俊   図

|   ′′| 1 即

時  譲

§:ζ
驚壇蒙蒼言
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・
不
郷
致
譴
■
と
分
割
所
領

の
注
意
と
年
貢
公
事

の
厳
守
を
い
ま
し
め
更
に
③
弥
二
郎

者
、

ノ
一
郎

一Ｊ
礁
善
、
五
郎
者
菫
功
三
邸
、

工
聴
善
珀

互
不
『
惰

詢
背
之
爵
…
と
相

互
扶
助

の
訓
戒
を
与
え
て
い
る
。
第

一
期

の
動
揺
期
を
の
り
き

っ
て
新
し
い
意
志
で

伸
び
ん
と
す
る
萌
芽
を
示
し
て
い
る
。
富
島
庄

の
但
書

の
中

に
、

準
一此
所

一毎
年
米
拾

石
粧
嫁
定
尼
御
前

一
期
之
程
珂
秒
獣
…
と
し
て
尼
御
前

（
お
そ
ら
く
通
綱
母
）

に
対

す
る
扶
持
米
十
石
を
規
定
し
て
い
る
。
扶
持
米
と
い
う
形
は
新
し
い
形
で
あ
る
。

通
綱
か
ら
通
資

へ
の
譲
状
は
こ
の
た
に
動
”

の
譲
状
を
相
副
え
て
そ
の
ま
譲
る
と

云
う
の
み
で
内
容
を
記
し
て
い
な
い
が
、
然
も
わ
ず
か
八
年
後
の
な
走
⊇
一
二
月
で

あ
る
。
わ
ず
か
八
年

で
譲
る
に
は
何
か
事
情
が
あ

っ
た
か
と
思
う
が
わ
か
ら
な
い
。

元
冦
以
降
不
断

に
進
展
す
る
下
地

の
諸
相
は
西
遷
地
頭

に
と

っ
て
は
よ
り
き
び
し
い

転
換
を
要
求
す
る
時
代

に
入
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、

こ
う
し
て
通
資

の
西
遷
定
住

が
は
じ
ま
る
の
で
あ
る
。

五

通
資

の
備
後

へ
の
移
住
は
山
内
家
法
名

に
よ
れ
ば
…
北
条
宗
鑑
入
道

ノ
下
知

二
依

ツ
テ
ｒ
維
瑳
∞
備
後
恵
蘇
三
上

二
郡

ノ
地
頭

二
住
ジ
、
恵
蘇
高
野
山
蔀
山
城

二
住

ス
、

元
享

二
年
同
郡
本
郷
邑
高
山

二
城

ヲ
築
キ
島
山

ノ
城
卜
云
、
又
嘉
府
山
城
卜
号

ス
、

是

二
移
住

シ
テ
蔀
山
城

ハ
五
郎
通
俊

二
守
ラ
シ
ム
…
簾
仁
希
ψ
甲
子
二
月
十
五
日
逝

ス
…
と
あ
る
が
こ
の
他
巷
間

に
流
布
す
る
も
の
に
は
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

１
．近
郷
古
事
漫
筆

（
八
谷
為
正
編
）

姪
稚
嘔
輌

高
山
全
備
し
嘉
府
山
城

卜
号

ス
山
内
家
世
々
是

二
住

シ
テ
山
内
治
郎
少

輔
元
資
、
慶
長
五
年
長
州
吉
田
郷

二
移
邑
迄
十
四
世

三
百
七
十
七
年
間
、
子
孫
連
綿

ノ
繁
昌

ノ
城
地
也
卜
云

フ

２
蔀
山
軍
記
　
多
賀
山
家

の
出
来

夫
蔀
山
は
正
和
五
年
山
内
二
郎
兵
衛
尉
通
資
、
相
州
山
内

ヨ
リ
来
住

ス
、
此
山

ニ

城
郭

ヲ
築
ク
山
名
ヲ
士
富
山
越
田
ノ
城

卜
云
フ
。
通
資
舷

二
来

ル
由
緒

ハ
鎌
倉
将
軍

天
下

一
統

ノ
後
、
関
東

ノ
勇
士
数
名
関
西

二
遷
サ
ル
、
三
備

へ
十
六
人
其

一
人

ハ
山

内
氏
ナ
リ
…
…
十
六
人
卜
云

フ
ハ
備
前
熊
谷

へ后
激
爆
　
備
後
江
平
賀
和
智
山
内
広
沢

宮

（久
代
）
三
吉
斉
院
等
也
　
通
資

ハ
積
雪
寒
烈

ノ
故

二
出
城

ヲ
築
キ
其
地

ヲ
山
内

上

ム
フ
…
略
…

３
．鶴
岡
八
幡
宮
由
来
事

（古
事
漫
筆
）

多
賀
山
庄
鶴
岡
八
幡
宮
勧
請

ハ
人
皇
九
十
四
代
花
園
天
皇
御
宇
相
州
山
内
通
資
ト

云
フ
ニ
此
地

二
来
り
城
郭

ヲ
築
キ
給

フ
時

二
守
護
神
ト
シ
テ
鎌
倉
八
幡
宮

ヲ
勧
請

ア

リ
タ
ル
由
…
下
略
…

４
．芸
備
風
士
記

（増
補
）

本
郷
島
山
計
屹
の
城
跡
は
元
享

の
頃
鎌
倉
北
条
家
の
は
か
ら
い
と
し
て
首
藤
三
郎

通
資
当
国
に
下
向
し
恵
蘇
三
上
両
郡
を
領
し
恵
蘇
多
賀
山
蔀
山
越
田

の
城

に
住
す
其

の
後
本
郷

に
島
山
の
城
を
築
き
て
移
住
す
。

５
．全
右

首
藤
三
郎
通
資
は
鎮
守
府
将
軍
秀
郷

の
末
葉

に
し
て
相
模
国
足
下
郡
山
内
庄

よ
り

当
国
に
下
り
蔀
山
越
田

の
城

に
居
り
其

の
後
城
を
首
藤
高
野
山
五
郎
通
友

に
譲
り
泉

田
庄
本
郷

に
島
山
の
城
を
築
き
て
移
る
。
時

に
文
和
四
年
乙
末

な
り
之
を
山
内
と
名

づ
く
。

右

の
如
く
巷
説
は
様
々
で
あ
り
、
か

つ
内
容
も
錯
乱
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く

「
山
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内
法
名

」
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
通
資
が
い
ず
れ
も
山
内
郷
か
ら
来
住
し

た
事

に
な

っ
て
い
る
が
、

こ
の
時

に
は
既

に
山
内
庄

か
ら
は
追
放
さ
れ
て
い
る
が
、

山
内
氏
が
そ
の
発
詳
の
地
山
内
庄

へ
の
思

い
か
ら
新
住

の
地
を
山
内
と
名
づ
け
た
事

に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
芸
備
風
土
記

に
は
足
下
郡
山
内
庄
と
あ
る
が
、
山
内
庄
は

鎌
倉
郡
で
あ
り
、
当
時
実
際

に
住
し
て
い
た
の
は
足
下
郡
早
河
庄

な
の
で
こ
の
二
つ

が
微
妙

に
混
同
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
西
遷
の
時
期
が
建
武
中
興
、
南
北
朝
と
い

う
鎌
倉
体
制
が
大
き
く
動
揺
す
る
時
期

で
あ
る
。
得
宗
専
政
と
大
御
家
人

の
対
立
、

悪
党

の
出
現
に
よ
る
地
域

の
再
編
成
な
ど
西
日
本
を
中
心
と
す
る

一
般
的
傾
向

の
中

で
山
内
家

の
動
き
を
規
制
し
た
具
体
的

な
も
の
は
何
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
西

遷
前
後

の
様
子
を
見
て
い
こ
う
。

地
毘
庄
移
住

の
直
前

に
あ

っ
た
事

は
雑
掌
と
の
相
論

で
あ
る
。
ほ
藤
潔
゛
十

二
月

十
八
日
の
和
与
状

（
一
三
号
）
を
見
る
と
　
去
る
な
走
漣
単

に
譲
与
を
う
け
て
か
ら

五
年
目

で
あ
る
。
相
論
内
容
は
、

①
検
注
　
年
貢
中
分
以
下
条
々
、
当
郷

（
本
郷
）

の
下
知
所
務
は
永
代
地
頭
請
所
と

し
て
領
家
方

の
入
部
を
停
止
す
る
。

②
毎
年
四
十
五
貫
文
を
二
期
に
分
納
、
損
否
を
問
わ
ず
厳
密

に
寄
進
す
る
。

③
若
し
天
下

一
同
大
損
亡

の
年
は
領
家
よ
り
検
使
が
来

た
上
で
別
に
定
め
る
。

④
両
方
違
約

の
場
合
の
処
分
　
０
領
家
側
は
年
貢
半
分
地
頭
が
と
る
。
０
地
頭
側
は

請
所
を
免
じ
て
雑
掌
を
い
れ
る
。

相
論

の
内
容

に
と
り
た
て
ゝ
目
を
ひ
く
具
体
的
問
題
は
な
い
が
こ
の
頃
　
幕
府
は

惣
領
庶
子

の
訴
訟

に
つ
い
て
定
め
る

（
一
二
九
九
）

や
鎮
西
評
定
衆
や
鎮
西
引
付
衆

を
設
置
し
た
り
な
ど
の
事
が
あ
り
、
庄
園
訴
訟
が
深
刻
化
し
て
い
く

一
般
的
傾
向
に

あ

っ
た
と
思
え
る
。
又
こ
の
和
与
状
及
び
関
連
す
る
下
知
状

（
一
三
号
）

の
中

に
…

‐
被
鰍
一本
所
安
井
宮
御
挙
状
於
武
塚
址
一両
方
所
務
条
々
相
輪
相
互
所
数
・和
一
也
…
や
執

権
貞
房
、
全
沢
貞
顕
連
署

の
施
行
状

（
一
四
号
）

に
も
…
珈
勢

月
十
九
日
安
井
宮
令

鮨
者
備
後
国
地
毘
本
郷
雑
掌
道
祐
申
所
務
条
々
和
与
併
地
頭
請
所
事
両
方
和
与
状
脚

此
河
論
罰
成
政
云
々
…
と
あ

っ
て
本
所

の
令
旨

に
よ

っ
て
な
さ
れ
た
事
が
明
ら
か
で

あ
る
。
亦
所
務
条
々
と
地
頭
請
が
併
記
さ
れ
て
い
る
が
之
は
請
所

に
な
る
根
拠
が
そ

の
所
務

の
権
限
と
関
係
が
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
本
郷

の
所
務
に

つ
い
て
は
先

に
重

俊
と
盛
尊
が
和
与
し
て
い
る
が
そ

の
結
果
を
お
し
広
め
て
請
所

に
ま
で
こ
ぎ

つ
け
た

と
思
え
る
が
、
所
詮
ぶ
一当
郷
下
地
所
場
者
　
瑞
珠
代
地
頭
請
所
蝋
…
と
あ
り
所
務
請

で
あ

っ
た
も
の
が
地
頭
請
所

に
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
請
所
は
本
郷
だ
け
に
限

り
他

に
つ
い
て
み
え
て
い
な
い
。
村
毎

に
複
雑

な
領
有
関
係

に
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

通
資

の
西
遷
の
直
前
が
対
領
家
関
係

の
最
も
発
展
し
た
地
頭
請

の
時
代
で
あ
る
こ
と

は
単

に
地
頭

の

一
方
的
侵
略
意
図
の
み
で
な
く
下
地

の
階
層
分
化

に
よ
り
、
よ
り
原

始
的
な
収
納
形
態

で
あ
る
諸
職

に
よ
る
重
層
支
配
を
否
定
す
る
力
が
高
ま
り
地
頭
も

鎌
倉

に
居

て
分
散
代
官
領
有
が
不
可
能

に
な
り

つ
ゝ
あ
る
事
を
思
は
せ
る
。
新
編
追

加
式
目

の
中

に
も
領
国
に
狼
籍
人
を
か
く
し
た
場
合
、
代
官

の
み
の
罪

で
あ

っ
た
も

の
が
そ
の
正
員
の
罪

で
あ
る
と
ま
で
法
令
が
発
展
し
て
い
る
。
又
所

々

の
淀
津

あ

た
り
に
私
設

の
閲
所

の
出
現
も
地
域

に
封
建
権
力
成
長
の
具
体
相
を
示
し
て
い
る
。

下
地

の
変
化

の
中

で
誰
が
具
体
的
な
支
配
者
た
り
う
る
か
と
い
う
場
合
在
国
常
駐
と

い
う
事
が
大
き
な
要
素

で
あ
る
こ
と
は
既

に
こ
の
時
代

に
そ
の
萌
芽
が
あ
る
。
安
芸

三
入
荘

に
お
け
る
熊
谷
直
時

（惣
領
）
と
舎
弟
祐
直

（
一
分
地
頭
）

の
下
地
配
分
相

論
に
お
い
て
…
凡
配
分
之
時
祐
直
者

二下
向
当
堆
　
直
時
者
不
在
国
之
間
祐
直
響
取

一
之
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畢
、
而
祐
直
床
勝
蛸
彼
成
政

，
可
敢
り
定

之
由
冷
「
を

条
云
々
と
あ
り
、
在
国
す
る
事

が
勝
に
乗
じ
ら
る

一
つ
の
手
段

で
あ

っ
た
事
を
示
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
面
か
ら
み

る
と
山
内
氏
に
お
い
て
も
通
資
下
向

の
直
後

に
叔
父
入
道
慈
観

（
五
郎
通
氏
＝

一
分

地
頭
）
と
の
相
論
が
あ
る
。

た
に
一庁
に

の
通
資
と
慈
観
の
和
与
状

（
一
五
号
）
を
見
る
と
本
郷

の
惣
領
地
頭
と

一
分
地
頭

（
田
所
職
安
貞
名
弥
太
郎
入
道
屋
敷
田
畠
地
頭
職
＝

一
五
、
五
〇
九
号
）

相
論
内
容
は
①
通
資
は
領
家
職

の
資
格
で
毎
年
内
権
を
行

っ
て
い
た
が
慈
観
が
こ
ば

み
、
年
貢
を
未
進
し
て
い
た
。

こ
れ
は
領
家

に
対
し
て
で
な
く
領
家
職
を
も

つ
惣
領

地
頭

に
な
す
の
で
和
与

の
結
果
内
権
は
止
め
る
が
、
年
貢
は
慈
観

の
責
任

に
お
い
て

納
入
す
る
こ
と
を
定

め
て
い
る
。
下
地
分
割
か
ら
く
る
惣
領

の
不
利
を
田
所
の
得
分

で
あ

っ
た
畠
地
子

の
大
豆

に
よ
っ
て
補

い
、
田
所
の
本
年
貢
は
依
然
慈
観
の
知
行
内

に
止

っ
た
。

②
黒
杭
分

（
九
郎
通
貞

の
家
）
は
領
家
職

の
対
象
で
は
な
い
地
域

で
あ
る
が
、
預
所

の
私
進
止
な
る
が
故

に
惣
領

の
知
行
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

③
田
所
段
米
に

つ
い
て
も
庄
家

の
定

め
に
よ

っ
て
領
家
分
は
田
所
即
ら
慈
観

に
つ
け

（①

に
よ
る
田
所

の
分
割
）
地
頭
分
は
惣
領
に
つ
け
、
明
瞭
に
三
分
し
て
い
る
。

④
泰
貞
名
、
弥
太
郎
入
道
屋
敷
、
弥
真
名
内
平
五
郎
入
道
之
上
畠
、
行
安
名
内
平
内

入
道
、
新
見
小
四
郎
弥

八
等
屋
敷

な
ど
に
つ
い
て
下
地
が
細
分
化
さ
れ
、
そ
こ
に
作

人
と
お
ぼ
し
き
○
○
入
道
や
お
そ
ら

く
庶
子
の

一
部
が
作
人
と
な

っ
た
も
の
ゝ
跡
地

な
ど
の
処
分
を
定
め
て
い
る
。
そ
の
庶
子
が
ど
の
系
流

か
ら
出
た
者

で
あ
る
か
に
よ

っ
て
帰
属
が
き
ま

っ
て
っ
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。
中
世

の
所
領

の
構
成
分
子
の

一
つ

に
屋
敷
が
含
ま
れ
、
そ
れ
ら
が
相
交
錯
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
最

初
か
ら

一
定
地
域
を
分
与
し
た
も
の
で
な
く
長
年
月

の
間
に
併
合
新
開
な
ど
に
よ
る

結
果
で
堺
は
古
老

の
言
に
よ

っ
て
決
定
す
る
も
の
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
下
地

の

開
発
が
営
々
と
し
て
行
わ
れ
る
中

で
地
頭

一
族
は
只
単

に
職
分
と
し
て
の
地
頭
と
し

て
の
み
入
る
の
で
な
く
、　
一
名
田
、　
一
屋
敷

に
具
体
的

に
く
い
い
る
姿
勢
を
示
し
て

い
る
。

⑤
信
濃
平
田
郷
は
譲
状

に
よ
っ
て
本
公
田
、
余
田
、
屋
敷
、
荒
野
等

の
す

べ
て
に
つ

い
て
八
分

の
三
は
慈
観

に
打
渡
す
こ
と
、
但
し
介
職

（
在
庁
官
人
）
は
惣
領

の
も
の

で
あ
る
と
き
め
て
い
る
。
こ
れ
は
地
頭
職
の
分
与
が
そ
れ
に
概
当
す
る
所
得

の
み
を

意
味
す
る
段
階
に
お
い
て
は
下
地
分
割

の
必
要
は
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
下
地

に

根
を
は

っ
た
土
着
領
主
と
な
る
為
に
は
所
職
よ
り
も
具
体
的

な
下
地

が
必
要

で
あ

っ

た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
相
論
は
そ
の
質
と
量
に
お
い
て
最
大
な
も
の
で
鎌
倉
末
期

の
地
頭
領

の
変
質

期
の
姿
を
示
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
相
論
は
お
そ
ら
く
他
郷
で
も
行
わ
れ
た
と
思
え

る
。
宗
光
系

の
河
北
本
門
田
地
頭
職
に
お
い
て
も
惣
領
経
清
と

一
部
地
頭
尼
見
阿

の

間

に
く
り
か
え
さ
れ
て
い
る

（関
東
下
知
状
た
た
一庁
穫

十

二
日
十

二
日
、
五
〇
二
号
）

通
資

の
西
遷
前
後

に
庶
家
が

一
応
独
立
し
て
い
る
。

１
．慈
観

（
通
綱
弟
五
郎
通
氏
）
　

　

滑

２
通
経

（
八
郎
）
　

　

　

　

　

　

田
原

３
．通
貞

（
通
綱
弟
九
郎
）
　

　

　

　

黒
杭

４
．宗
直

（
通
綱
兄
）
　
　
　
　
　
　
懸
田

５
．清
俊

（
通
綱
叔
父
）
　
　
　

　
　

河
北

い
ず

れ
も
後
世
ま
で
支
族
と
し
て
残

っ
て
い
る
が
こ
の
時
代

に
な
る
と
分
割
領
有
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の
発
展

の
極
限

に
達
し
分
割
か
ら
く
る
危
機
も
最
高
調
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
庶
家

が
家
臣
披
官
群

の
中
核
と
し
て
従
属
的
位
置

に
立

つ
過
渡
期
と
し
て
各
分
家
が
本
家

と
併
列
し
且

つ
、
荘
官
系

の
諸
職

や
、
名
田
を
具
体
的

に
領
有
し
て
併
立
的
地
位
に

あ

っ
た
時
代

で
あ
ろ
う
。

こ
れ
が
新

し
い
形
の
統

一
圏
を
求
め
る
動
き
が
南
北
朝

の

動
乱

で
あ
ろ
う
。

こ
ゝ
か
ら
隷
属
的
な
反
動
惣
領
制

で
な
く
新
し
ス
タ
イ
ル
の
披
官

関
係

に
よ
る
結
合
が
生
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

一ハ

西
遷
定
住
し
た
通
資
は
在
住
領
主
と
し
て
次

の
四

つ
の
事
を
行

っ
て
い
る
。

■
築
城
　
２
鎮
守

の
勧
請
　
＆
菩
提
寺

の
開
基
　
４
．地
名

の
決
定
で
あ
る
。

築
城

に
つ
い
て
は
…
多
賀
村
蔀
山
に
越
田

の
城
を
築
き
後

に
そ
の
地
辺
卑

に
し
て

深
雪
な
る
に
よ

っ
て
本
郷
島
山
に
城
き
甲
山
と
号
し
た

（
芸
備
風
士
記
）

芸
備
風
士
記

に
よ
れ
ば
…
通
資
当
国
下
向

の
後
、
多
賀
山
南
村

に
鎌
倉
鶴
岡
八
幡
宮

を
勧
請
す
、
島
山
に
も
八
幡
宮
、
熊
野
三
社
を
建
立
し
城
山
の
鎮
守
と
す
。
又
山
の

中
間
に
往
古

よ
り
千
手
堂
あ
り
本
尊
は
行
基

の
作
な
り
正
中
元
年
甲
子
再
建
し
慈
高

山
円
通
寺
と
号
す
。
相
州
本
郷

の
名
を
か
た
ど
り
て
此
郷
を
山
内
と
名
づ
け
こ
の
山

城

に
在
城
す
。
天
文

の
頃
山
内
大
和
寺
直
通
樋
暗
軌
毛
利
元
就
公
に
与
力
し
子
孫
永

々
毛
利

の
郎
従
と
な
る
…
と
あ
る
。
そ
の
城
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
か
、
古

事
漫
筆

に
よ
れ
ば
、
嘉
府
山
古
塁

二
登
臨

ス
ル
ニ
南
東

二
方

ハ
郷
里
悠
々
連
り
、
西

北

ハ
群
山
聯
綿
卜
連
り
其
中

二
此
山
独
り
秀

テ
高
カ
ラ
ズ
低
カ
ラ
ズ
群
峯

二
隔
テ
二

町
過

ス
山

二
水

ア
リ
軍
用
閾
カ
ズ
、
岸

ハ
巌
瀞
〓

テ
登

ル
ニ
便
リ
ナ
シ
山

ノ
尾
三
股

二
流

レ
テ
中

二
城
塁
独
立

ス
。

廓
を
高
重

ニ
ナ
ス
堅
固
ナ
リ
ト
言

フ
ベ
シ
…
と
あ
る
。
鎮
守

の
勧
請

に

つ
い
て
は
鶴

岡
八
幡
宮
由
来
記
に
よ
れ
ば
…
多
賀
山
庄
鶴
岡

八
幡
宮
勧
請

ハ
人
皇
九
十
四
代
花
園

天
皇
御
宇
相
州
山
内
通
資
卜
云

フ
ニ
、
此
地

二
来

り
城
廓

ヲ
築
キ
玉

フ
時
、
守
護
神

ト
シ
テ
鎌
倉

ノ
八
幡
宮

ヲ
勧
請

ア
リ
タ
ル
由

ニ
テ
高
宮

ノ
神
主
堀
江
豊
後
守
仰

ヲ
蒙

り
南
邑
上
原

二
勧
請
宮
社
建
立
‥
別

二

一
宇
建
立
阿
弥
陀
、
薬
師
両
像

ヲ
安
置

ス
‥

と
あ
り
、
後
世
高
野
山
十

一
村

の
総
鎮
守
と
な
っ
て
い
る
。

（
こ
の
頃

に

つ
い
て
は

中
世
を
読
む
第

一
号
堤
勝
義
氏
の
山
内
首
藤
氏
と
寺
院
、
神
社
覚
え
書
き
を
参
照
さ

れ
た
い
）
古
来

の
伝
承

に
よ

っ
て
通
資

に
よ

っ
て
開
創
さ
れ
た
と
伝
え
る
社
寺
は
多

い
。
勿
論
確
た
る
史
料
は
な
い
が
、
多
く
の
寺
社
が
そ
の
初
め
を
通
資

に
結
び

つ
け

ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
反
面
通
資

の
来
住
が
そ
の
下
地
知
行

の
上
で
如
何

に
深

っ
た
か

と
云
ふ
事
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
伝
承
を
持

つ
も
の
と
し
て
次

の
も
の
が
あ
げ

ら
れ
る
。

庄
原
市
　
平
等
寺

（川
手
）

正
平
十
年
、

八
幡
宮

（大
久
保
）
元
享
頃
、

八
幡
神

社

（下
原
）
正
中
元
年
、
光
瑞
寺

（畦

ノ
市
）
田
原
神
社

（
田
原
）
嘉
暦
三
年
、　
一

鹿
薬
師

（市
村
）
嘉
暦
元
年
、
天
満
宮

（市
村

）
貞
和
元
年
、
正
中
院

（市
掛
田
）

正
中
元
年
、
石
清
水

八
幡
宮

（
下
原
）
正
中
元
年
、
本
郷
八
幡
神
社

（
本
郷
）
嘉
暦

三
年
な
ど
で
あ
り
、
こ
れ
ら

の
中

に
は
当
時

の
地
毘
庄
域

で
な
か

っ
た
も
の
も
含
ま

れ
て
い
る
と
思
え
る
が
、
在
地
支
配
を
質
的

に
深
か
め
、
量
的

に
横

へ
の
広
が
り
を

す
る
場
合
、
社
寺
が
大
き
な
役
割
り
を
果
た
す
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
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(七 )

山
内
家

の
所
領
の
変
化
と
領
主
化

の
過
程

で
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
の
は
、
庶

流
時
業
系
の
所
領
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
時
業

の
娘
亀
鶴
が
広
沢
に
嫁
し
た
後
も
時
業

系
惣
領
と
し
て
持
ち
こ
た
え
、
孫

（
亀
鶴
女
と
山
内
某

の
子
）
時
通
を
経

て
更

に
養

子
忠
通

（総
領
家
系
）

に
譲
ら
れ
手
柾
雌
け

に
至

っ
て

一
本
化
し
て
い
る
。
そ
の
間

こ
の
系
統
は
鎌
倉
に
い
て
代
官
支
配
を
な
し
度
々
危
機

に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
も
保
持

し
、
東
国

の
戦
功
を
基
盤

に
陸
奥
と
か
伯
者

に
所
領
を
増
し
て
お
り
、
検
討

の
余
地

が
あ
ろ
う
が

一
応
略
す
。
通
資
が
来
住
し
た
事
が
そ
の
下
地
掌
握

に
如
何
に
表
現
さ

れ
た
か
を
諸
子

へ
の
譲
状

に
よ

っ
て
み
て
い
こ
う
。

Ａ
嫡
子
通
時
　
上
地
毘
庄
本
郷
断
臨
山

地
頭
職
　
２
．同
庄
多
賀
村

一
分
地
頭
職

＆
摂
津
国
富
島
庄
地
頭
職
　
４
．信
濃
国
下
平
鋼
劃
刹
Ⅷ

職
　
５
．相
模
国
早
川
庄

一
得

名
内
田
子
田
畠
家
屋
敷
　
６
．鎌
倉
甘
縄
地

（
元
徳

二
年
二
月
十
八
日
十
六
号
）

Ｂ
又
三
郎
通
広
　
上
地
毘
庄
本
郷
高

（
山

釧
訓
榊
竃
敷
壼
所
翡
懸
田

地
頭
職
…
此
所
毎

年
用
途
百
文
円
通
寺
江
可
致
沙
汰
…

（文
和
四
年
五
三
二
号
）
　

２
．安
氏
名

の
田
五

反
小

の
う
ち
三
反
大
闘
産

に
明
詢
確
は

　

（
延
文
三
年
五
二
三
号
）
　

３
．本
郷
高
山

呻
師
［
峰
』
率
［
¨
』
枠
「
］
Ш
珈
眩
¨
揃

（
者の
中
一
』

一年
彙

「
『
『
）

分
４
．

又
轟

の 一
嘲

池
し
ろ
の
半
分

（
延
文
五
年
五
二
五
号
）
　

５
．田
七
段
、
地
毘
の
本
郷

の
内
延
名

の

つ
く
り
た
て
の
田

（得
分
不
足
に
つ
き
寄
進
地
を
と
り
か
え
し
て
ゆ
ず

る
。
（
に
嬌
薙
）

年
五
二
六
号
）
　

６
．本
郷
の
う
ち
糸
谷
、
小
池
、
ひ
の
め
は
ら

（
五
二
七
号
）

Ｃ
神
三
郎
盛
通

上
本
郷
高
山
門
田
内
池
原
ゆ
き
む
ね
か
ち
や
廿
貫

の
得
分

（酢
鷹
型

年
五
二
八
号
）

２
高
山
門
田
池
原
田
畠
庄
家
地
頭
職

（菫
貫
参
百
文
円
通
寺
江
、
文
和
四
年
五
二
九

号
　
＆
池
原
の
縄
手

の
上
下

の
田
六
反
、
安
氏
名

の
屋
敷
畠

（
ｒ
姫
ゴ
゛

五
三
〇
号
）

４
安
氏
名
家
の
前

の
田

一
反

（妙
通

一
期
の
後
、
延
文
三
年
五
三

一
号
）

Ｄ
養
女
乙
寿
女

（盛
通
妻
）

１
．

一局
山
門
田
内
丑
寅
社
鋳
屋
井
堂
垣
内
石
垣
内
等
地
頭
職

（
一
期

の
後
は
通
広

子
息
幸
鶴
丸

に
、
乙
寿
女
に
男
子
出
生
し
た
ら
幸
鶴
丸
と
半
分

に
分
け
る
。

（
一
三
五
五
）

墓
貫
参
百
文
円
通
寺

に
、
文
和
四
年
五
三
四
号
）

２
．乙
寿
女
分
坪
付

（高
山
門
田
）

に
よ
る
と
約

二
町
の
田
と
若
干
の
畠
、

い
も
の
や

を
譲

っ
て
い
る
が
、
大
夫
坊
、

ふ
ち
き
、
本
力
、
迫
入
道
、
宮
内
な
ど
数
人

の
作
人

の
名
も
あ
る

（
延
文
四
年
五
三
五
号
）

Ｅ
首
藤
六
通
顕
分

（
通
資
弟
↓
養
子
と
な
る
）

２
三
五
〇
）

上
本
郷
内
公
文
名
平
分
地
頭
職

（観
応
元
年
五

一
八
号
）
　

２
多
賀
村
内
藁
原
名

全
二
五
五
）

上
原
村
内
平
戸
河
田
多
田
、
高
山
門
田
畠

（
毎
年
参
百
文
円
通
寺
江
、
文
和
四
年
、

五

一
九
号
）

以
上
に
み
ら
れ
る
如
く
家
督
と
し
て
の
所
領
は
嫡
子
通
時
に
早
く
譲

っ
て
い
る

（
〓
三
〇
）

（
元
徳

二
年
）
こ
の
議
状
の
本
文
‘

‥
灘
コ
卵
分
庶
子
爵
分
限
狭
少
之
間
、

　

，
於
玲
湘
輸

者
漱
杯
句
縫

上
之
御
大
聾
爵
渡
通
時

一
人

一者
也
灘
熟
後
々
沫
ぶ
一長
快
動
者
子
孫
之
中

以
一

ユ
可
吟
蹄
瑞

ヱ
、
但
干
備
後
国
地
毘
庄
本
郷
高
山
門
田
以
下
者
永
代
寄
並
破
所

観
音
峙
畢
…
と
あ

っ
て
家
督
は
嫡
子

一
人

へ
相
続
さ
せ
ね
ば
、
分
割
し
た
ら
御
上
の

御
用
に
た
ゝ
な
い
と
い
っ
て
分
割
譲
与
の
弊
を
認
め
て
い
る
。
先

に
み
た
五
人

の
子

弟

へ
の
譲
状

の
内
容

に
よ

っ
て
わ
か
る
如
く
庶
子
は
門
田
と
か
私
有
名
田
の
名
主
格
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（強

い
て
云
え
ば
円
通
寺
を
上
級
領
主
と
し
た
地
頭
的
性
格
）

の
存
在

に
な

っ
て
明

ら
か
に
嫡
子
と
は
別
個

の
も
の
を
持
た
さ
れ
て
い
る
。
亦
家
督
相
続
は
か
な
り
早
期

に
行

っ
て
い
る
が
庶
子

へ
の
遺
産
譲
与
は
後

に
な

っ
て
各
別
に
行

っ
て
い
る
。
兄
弟

嫡
庶
そ
の
大
小
は
あ
れ
、
互
に
併
有
し
て
き
た
今
迄

の
事
と
は
性
格
的

に
よ
ほ
ど
変

化
し
て
き
て
い
る
。
亦
作
人

の
中

に
某
殿
と
か
某
入
道
な
ど
の
名
が
み
え
る
が
、

こ

れ
は
門
田
が
地
頭
以
前
か
ら
庄
園
内

に
お
い
て
特
殊
な
地
で
あ

っ
て
お
そ
ら
く
そ
の

時
代

か
ら

の
所
有
者

の
流
派
が
続

い
て
い
た
も
の
と
思
え
る
。

こ
れ
が
地
頭

の
準
私

有
地
と
な
り
新
た
に
創

っ
た
寺
院
な
ど
を
先
尖

に
庶
子
を
中
間
に
い
れ
て
強
力
な
領

主
体
制
を
形
成
し
た
も
の
で
、

こ
の
中

で
は
庶
子
は
地
頭

で
あ
り
名
主

で
あ
る
と
い

え
る
が
も
は
や
嫡
子
に
対
す
る
同
質
的

な
も
の
で
は
な
く
な
っ
た
。
殊

に
こ
の
門
田

が
極
少
な
名
田
に
複
雑

に
分

れ
て
い
る
こ
と
は
こ
の
構
成
が
古

い
時
代
か
ら
特
殊
な

■

三
二
〇
）

地
域
で
あ
り
、
元
徳

二
年
家
督
を
嫡
子
に
譲

っ
て
か
ら
は
入
道
出
家
し
て
円
通
寺
を

中
心
に
約

二
十
年
間
鋭
意
こ
の
門
田
の
掌
握

に
つ
と
め
単

な
る
私
領
と
し
て
分
与
し

地
頭
体
制

に
恐
畏
な
き
安
泰
性
を
加
え
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

以
上
が
鎌
倉
末
期

の
西
遷
地
頭

の

一
つ
の
姿

で
あ

っ
て
山
内
家

の
場
合

に
も
庶
流

時
業
系
の
古

い
形
式
と
通
資

の
西
遷

に
よ
る
新
し

い
形
が
併
存
し
て
い
た
。

か
く
し
て
建
武
中
興
、
観
応
擾
乱
、
南
北
朝
期
を
通
じ
て

一
族

一
揆
契
約

（貞
和

（
一
一二
五
一こ

七
年
、

二
五
号
）
を
も
と
に
地
方
士
豪
と
し
て
の
新
し
い
歩
み
を
踏

み
だ
す
の
で
あ

ス
タ

。
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